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要 約   

ストロビルリン系殺菌剤である「トリフロキシストロビン」（CASNo．141517－21－7）  

について、各種評価書等（農薬抄録、JMPR評価書、米国EPA評価書、豪州NRA  

評価書等）を用いて食品健康影響評価を実施した。   

評価に供した試験成績は、動物体内運命（ラット、ヤギ及びニワトリ）、植物体内  

運命（りんご、きゆうり、てんさい及び′j、麦）、土壌中運命、水中運命、土壌残留、  

作物残留、急性毒性（ラット及びマウス）、亜急性毒性（ラット及びイヌ）、慢性毒  

性（イヌ）、慢性毒性／発がん性併合（ラット）、発がん性（マウス）、2世代繁殖（ラ  

ット） 、発生毒性（ラット及びウサギ）、遺伝毒性試験等である。   

試験結果から、トリフロキシストロビン投与による影響は、主に肝臓に認められた。  

発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性及び生体において問題となる遺伝毒性は認  

められなかった。   

各試験で得られた無毒性量の最小値は、ラットを用いた2世代繁殖試験の3．1mg／kg  

体重／日であったが、ラットを用いた90日間亜急性毒性試験の無毒性量は6．44mg／kg  

体重／日、より長期の試験である2年間慢性毒性／発がん性併合試験の無毒性量は 

㌣g此g体重／日であった0この差は用量設定の違いによるもので、ラットにおける無  

毒性量は9．81mg／kg体重／日と考えられ、一日摂取許容量（ADI）の根拠には、イヌ  

を用いた1年間慢性毒性試験の5mg／kg体重／日が妥当と考えられた。   

食品安全委員会は、イヌを用いた1年間慢性毒性試験の無毒性量5mg／kg体重／日  

を根拠として、安全係数100で除した0．05mg／kg体重／日をADIと設定した。  

「¶l   
▲■  



Ⅰ．評価対象農薬の概要  

1．用途  

殺菌剤  

2．有効成分の一般名  

和名：トリフロキシストロビン  

英名：trifl0ⅩyStrObin（ISO名）  

3．化学名   

IWAC  

和名：メチル＝（jかメトキシイミノー（（β－α－［1－（α，α，α－トリフルオロー皿・トリル）－  

ェチリデンアミノオキシトαトリル）アセタート  

英名‥methyl（B－methoxyimino－〈（B－α－【1－（α，a，a－trinuoro－m－tOlyl）  

ethylideneaminooxy］－0－tOlyl）acetate   

CAS（No．141517－21・7）  

和名：（α周一α－（メトキシイミノ）－2－［［【［（1jか1－【3－（トリフルオロメチル）  

フェニル］ェチリデン］アミノ］オキシ】メチル］ベンゼン酢酸メチル  

英名：methyl（αB－α－（methoxyimino）・2－【［［［（1B－1－【3－（trinuoromethyl）  

phenyl］ethylidene］amino】0Ⅹy］methyl】benzeneacetate  

5．分子量  

408．38  

4．分子式  

C20H 19F3N204 

6．構造式  

7．開発の経緯   
トリフロキシストロビンは、はじめノバルティス社により開発され、その後バイ   

エル社によって開発されたストロビルリン系殺菌剤である。病原菌に対しミトコン  

ドリアの電子伝達系を阻害することにより、胞子発芽阻止、胞子発芽以降の宿主へ   

の侵入阻止などの作用を示すことが確認されている。   

わが国では、2001年4月にてんさい、ぶどう等に農薬登録が取得された。海外   

では米国、欧州、豪州等多くの国で登録が取得されている。   

今回、バイエ／レクロツプサイエンス社より農薬取締法に基づく適用拡大申請（な   

し）がなされている。加えて、インポートトレランス申請（ライ麦、大豆等）がな   

されている。また、ポジティブリスト制度導入に伴う暫定基準値が設定されている。  
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Ⅱ．安全性に係る試験の概要   

農薬抄録（2007年）、JMPR評価書（2004年）、米国EPA評価書等（1999年、   

2003年、2006年）、豪州NRA評価書（1998年、2000年）を基に、毒性に関する   

主な科学的知見を整理した。（参照2～8）   

各種運命試験（Ⅱ．1～4）は、トリフロキシストロビンのグリオキシルフェニル  

環の炭素を均一．に14Cで標識したもの（【gly－14C】トリフロキシストロビン）、トリ  

フルオロメチルフェニル環の炭素を均一に、14Cで標識したもの（【tri－14C］トリフロ  

キシストロビン）及び分解物Bのグリオキシルフェニル環の炭素を均一に14Cで標  

識したもの（14C－B）を用い七実施された。放射能濃度及び代謝物濃度は特に断り  

がない場合トリフロキシストロビンに換算した。代謝物／分解物略称及び検査値等略  

称は別系氏1及び2に示されている。  

1．動物体内運命試験  

（1）■血中濃度推移（ラット）  

SDラット（一群雌雄各5匹）に【gly－14C］トリフロキシストロビンまたは   

【tri－14C】トリフロキシストロビンを低用量（0．5mg此g体重）または高用量（100   

mg／kg体重）で単回経口投与し、血中濃度推移について検討された。  

全血中放射能濃度推移は表1に示されている。  

Tmaxは12～24時間であったが、【tri－14C】トリフロキシストロビン低用量投与   

群では投与0．5時間後にもピークが認められた。【tri－14C】トリフロキシストロビ  

ン低用量投与群を除くとTl／2は雄で48～67時間、雌で23～52時間であり、両   

標識体とも雌での消失が雄よりも速やかであったが、【tri－14Clトリフロキシスト  

ロビン低用量投与群では雌雄ともTl／2は40時間であった。（参照2、5、7、8）  

表1全血中放射能濃度推移  

標識体   ［gly－14C］トリフロキシストロビン     【tri－14C】トリフロキシストロビ㌣   

投与量   低用量  高用量  低用量★  高用量   

性別   雄   雌   雄   雌   雄   雌   雄   雌   

Tmax（時間）  12   12   24   12   0．5／12  0．5／8～12  24   12   

Cmax（ドg／g）  0．07   0．07   9．34   6．52  0．04／P．09  0．14／0．07  6．09  5．94   

Tl／2（時間）   48   23   50   44   40   40   67   52   

☆：放射能濃度のピークが2つ認められたため、Tmax及びCmaxは2つの数値を示した。  

（2）排泄（ラット）  

SDラット（一群雌雄各5匹）に［gly－14C］トリフロキシストロビンまたは  

［tri－14C】トリフロキシストロビンを低用量または高用量で単回経口投与し、排泄   

試験が実施された。また［gly－14C】トリフロキシストロビンを低用量で反復経口投  

声
L
－
騙
 」
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与（非標識体を14日間投与後、15日目に標識体を単回投与）し、排泄試験が実  

施された。   

いずれの投与群でも、投与後48時間以内に総投与放射能（mR）の79．4～95．7％  

が、′投与後7日（168時間）に90．8～98．5％TARが排泄された。主要排泄経路は  

糞中であり、投与後7日間に雄で79．3～84．0％TAR、雌で56．0～66．4％mが  

糞中に排音世された。投与後7日間の尿中排泄は雄で9．6～18．8％TAR、雌で26．6  

～41．7％TARであり、雌では雄に比べ糞中排泄は少なく、尿中排泄が多かった。  

（参照2、3、7）  

（3）胆汁中排泄（ラット）  

胆管カニューレを挿入したSDラット（一群雄6匹、雌4～5匹）に［gly－14C］   

トリフロキシストロビンを低用量または高用量で単回経口投与し、胆汁中排泄試   

験が実施された。  

投与後48時間の胆汁中排泄は低用量群で41～46．5％TAR、高用量群で17．9～   

34．7％TARであり、主要排泄経路は胆汁中であることが示された。  

（参照2、3、5、7）  

（4）体内分布（ラット）  

SDラット（一群雌雄各12匹）に【gly－14C］トリプロキシストロビンまたは   

［tri－14C】トリフロキシストロビンを低用量または高用量で単回経口投与、あるい   

は、［gly－14C］トリフロキシストロビンを低用量で反復経口投与（非標識体を14   

日間投与後、15日目に標識体を単回投与）し、体内分布試験が実施された。  

いずれの投与群でも血中Tmax時に各組織で残留放射能濃度が最も高く、特に   

肝臓及び腎臓に放射能が多く認められた。多くの組織においてTl／2は12～37時   

間であったが、血液では25～82時間、牌臓では22～99時間と、緩慢な消失で   

あった。  

投与7日後には、低用量投与群ではいずれの標識体、投与方法、性別とも、腎   

臓、肝臓及び血液に0．007～0．014トIg／gの放射能が残留していたが、他の組織は   

全て0．006pg／g以下であった。高用量投与群では腎臓、肝臓及び血液で1・02～  

1．95いg／g、牌臓で0．33～0．76膵／gの濃度の放射能が認められた。  

（参照2、6、7、8）  

（5）代謝物同定・定量（ラット）  

排泄試験［1．（2）］における尿糞中及び胆汁中排泄試験［1．（3）］における   

尿、糞及び胆汁中の代謝物同定・定量試験が実施された。  

尿中、糞中、胆汁中にはそれぞれ最大27、11及び17の代謝物分画が得られ   

たが、代謝物パターンは尿、糞及び月旦汁で大きく異なり、標識位置及び性別によ   

っても違いが見られた。  

尿中には親化合物は存在せず、代謝物はいずれも7％TAR未満であった。  
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糞中では、低用量投与群では親化合物も存在したが、代謝物Kが 7．7～  

12．5％TAR存在し、最も多い成分であった。高用量群では親化合物が主要成分で  

あり、31．1～46．9％TAR存在した。   

胆汁中では、高用量群の雄でのみ親化合物が存在（0．6％m）したが、他の  

群では親化合物は検出されなかった。代謝物の大部分はグルクロン酸抱合体と硫  

酸抱合体であった。  

トリフロキシストロビンの、ラットにおける主要代謝経路は①メチルエステル  

の加水分解によるカルポン酸の生成②メトキシイミノ部位のα脱メチル化によ  

るヒドロキシイミノ化合物の生成③メチル基の酸化による一級アルコールの生  

成に続く酸化によるカルポン酸の生成と考えられた。（参照2、3、5～8）  

（6）畜産動物における動物体内運命試験  

（む ヤギ  

GemsfarbigeGebirgsziege種泌乳期ヤギ（一群2頭）に【gly－14C］トリフロキシ   

ストロビン（純度98％以上、3．74～4．52mg／kg体重／日）または［tri－14C］トリフロ   

キシストロビン（純度99％以上、3．48～5．Omg／kg体重／日）を4日間連続カプセ   

ル経口投与し、ヤギにおける動物体内運命試験が実施された。  

最終投与6時間後までに排泄された放射能は乳汁中に0．05～0．08％TAR、糞中   

に35～45％TAR、尿中に15～20％TARであり、主要排泄経路は糞中であった。   

乳汁中の放射能濃度の最高値は0．11～0．15トIg／gであった。  

組織中放射能濃度が高かったのは胆嚢（29．0～76．8いg／g）、肝臓（2．6～5．2トLg／g）   

及び腎臓（1．7～2．9一喝／g）であり、脂肪、筋肉及び血液中の放射能濃度はいずれ   

も0．52トLg／g以下であった。  

乳汁、糞及び組織中には親化合物、代謝物B及びBのアミノ酸（タウリンまた   

はグリシン）抱合体が存在した。尿中には親化合物は存在しなかった。  

（参照4、5、7）  

② ニワトリ  

白色レグホン種産卵期ニワトリ（一群5羽）に【gly－14C］トリフロキシストロビ   

ン（純度98％以上、6．2～7．1mg／kg体重／日）または［tri・14C］トリフロキシストロ   

ビン（純度99％以上、7．4～8．1mg／kg体重／日）を4日間連続カプセル経口投与し、   

ニワトリにおける動物体内運命試験が実施された。  

投与開始後78時間で放射能は卵中に0．1～0．2％TAR、排泄物中に73～87％TAR   

排出された。   

投与開始78時間後で組織中放射能濃度が高かったのは腎臓（5．9～13トLg／g）、   

肝臓（3．8～8．6膵／g）及び腹膜脂肪（0」84～2．7一喝／g）であった。  

筋肉、▲脂肪、皮膚、卵黄及び排泄物中でもっとも多い成分は親化合物であり、   

代謝物Bも存在した。卵白中では親化合物は検出されず、代謝物Bが同定された。  
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肝臓中では代謝物Bが親化合物より多く存在した。  

ラット、ヤギ及びニワトリにおける主要代謝経路は同じで、最初にメチルエス   

テルの開裂による代謝物Bの生成と推定された。（参照4、5、7）   

2．植物体内運命試験  

（1）りんご  

りんご（品種：ゴールデンデリシャス）に【gly－14C】トリフロキシストロビンま   

たは［tri－14C】トリフロキシストロビンを、開花期より4週間間隔で4回茎葉散布   

（総処理量400g ai仙a）し、最終散布2週間後まで温室内で栽培して、りんご   

における植物体内運命試験が実施された。  

りんご試料中放射能分布は表2に示されている。最終（4回目）散布1時間後   

及び2週間後の果実における総残留放射能（TRR）の82％以上が果実表面に存   

在した。果皮及び果肉の放射能（％TRR）は、最終散布1時間後から最終散布2   

週間後（収穫期）まで、わずかに増加した。  

収穫期の果実全体（果実表面、果皮及び果肉）で、トリフロキシストロビン及   

びその異性体（Al、A2及びA3）の合計で89．9～91．5％TRRを占め、各異性体   

ではAlが3．3～5．2％TRRと最も多かった。その他の代謝物として、B、Bl、V   

及びhが存在したが、それぞれ1．5％TRR以下であった。  

収穫期の葉では、トリフロキシストロビン及びその異性体（Al、A2及びA3）   

が78A～79．7％TRR存在し、各異性体ではAlが3．9～5．6％TRRと最も多かっ   

た。その他4％TRRを超える代謝物は検出されなかった。（参照2、7）  

表2 りんご試料中放射能分布  

標識体   【かy－14C】トリフロキシストロビン  【tri－14C】トリフロキシストロビン   

果実・  
採取部位   全体   表面   果皮  果肉  菓   

4回目散布  

1時間後   100  89．8  9．1   1．1  100  86．0  13．3  0．7  

4回目散布  0．833    0．752  0．012   

2週間後   

注）斜線：データなし  

上段：放射能濃度（mg肱g）  

下段：果実全体（果実表面＋果皮＋果肉）で検出された放射能の合計を100％とした放射能残留量（％）  

（2）きゆうり  

きゆうり（品種：ARAMON）に【gly－14C］トリフロキシストロビンまたは［tri－14C］   

トリフロキシストロビンを、第1回目の開花直後より7日間間隔で3回茎葉散布   

（総処理量938g ai／ha）し、最終散布7日後まで温室内で栽培して、きゅうり  
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における植物体内運命試験が実施された。   

きゆうり試料中放射能分布は表3に示されている。   

最終（3回目）散布7日後の果実からは、99％TRR以上が抽出され、トリフロ  

キシストロビン及びその異性体（Al、A2及びA3）の合計で、82．6～90．1％TRR  

を占めた。またBが3．3～3．9％TRR検出されたほか、C、g、V及びwの他、多  

数の未同定代謝物が検出されたが、いずれも微量であった。   

最終散布7日後の葉では、トリフロキシストロビンが由．7～81．8％TRR、3種  
類の異性体が合計で2．6％TRR存在した。その他、Bを含む多数の代謝物が検出  

されたが、個々の成分としては1．4％TRR以下であった。（参照2、7）  

表3 きゆうり試料中放射能分布（mg／kg）  

標識体   【gly－14C】トリフロキシストロビン   【tri－14C】トリフPキシス 

採取部位   果実   菓   果実   葉   

3回目散布1時間後  

3回目散布1日後   0．53  

3回目散布7日後   ぐ0．30   24．9   0．19   16．6   

注）斜線：データなし 果実：長さ20cm以上  

（3）てんさい  

てんさい（品種：kassandra）に【gly－14C］トリフロキシストロビンまたは［tri－14C］   

トリフロキシストロゼンを、播種3カ月後より21日間隔で3回散布し、最終散  

布45日後まで栽培して、てんさいにおける植物体内運命試験が実施された。処   

理量は、両標識体とも通常処理区と過剰処理区を設け、通常処理区では1回に  

【gly－14C］トリフロキシストロビンで127～141gai／ha、【tri－14C］トリフロキシス   

トロビンで128～137gai仇a、過剰処理区では1回に【gly－14C】トリフロキシス   

トロビンで683～830g ainla、【tri－14C］トリフロキシストロビンで692～768g   

ai仙aであった。  

てんさい試料中放射能分布は表4に示されている。根部における残留放射能濃   

度は最終（3回目）散布直後より21日後に僅かに上昇したが、45日後には再び   

減少した。茎葉部の残留放射能は時間の経過とともに減少した。  

根部、茎葉部とも、最終散布45日後（収穫時）における主要成分はトリフロ   

キシストロビン及びその異性体－（Al、A2及びA3）で、これらの合計は、根部で   

は通常処理区及び過剰処理区でそれぞれ33．5～42．7％TRR及び48．6～69．9％TRR   

（根都全体を‘100％TRR）、茎葉部では通常処理区及び過剰処理区でそれぞれ27．5   

～49．4％TRR及び76．6～80．6％TRR（茎葉部全体を100％TRR）であった。  

根部では、トリフロキシストロビン及びその異性体以外に9種類の代謝物が存   

在し、そのうちB及びuが最も多く、収穫時に通常処理区セuが9．2～14．9％TRR、   

Bが7．5～10．8％TRR、過剰処理区でuが2．3～8．1％TRR、Bが2．3～5．0％TRR  
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であった。その他の代謝物は全て2．3％TRR以下であった。   

茎葉部では、トリフロキシストロビン及びその異性体以外に9種類の代謝物が  

存在したが、収穫時に通常処理区でwが7．5～8．2％TRR、tが4．白～6．2％TRR存  

在した他は、5％TRRを超える代謝物は存在しなかった。親化合物は最終散布21  

日後と45日後の根部で約88～100％TRRを占め、A2が非検出～12％TRR、A3  

が2％TRR以下、Alは検出されなかった。（参照2）  

表4 てんさい試料中放射能分布（mg／kg）  

標識体   如y－14Clトリフロキシストロビン     ［tri－14C】トリフロキシストロビン   

処理区   通常  過剰  通常  過剰   

採取部位   根部  茎葉部  根部  茎葉部  根部  壷葉部  根部  茎葉部   

3回目散布1時間後  0．063  4．08   ／   ／   0．051  4．13  

3回目散布21日後  0．113  1．40  0．342  7．13  0．038  1．52  0．548  10．1   

3回目散布45日後  0．025  0．73  0．487  7．76  0．021  0．45  0．483   4．16   

注）斜線：データなし  

（4）小麦  

小麦（品種不明）に【gly－14C］トリプロキシストロビンまたは［tri－14C］トリフロ   

キシストロビンを播種41日後に250gai瓜aの用量で散布し、またその17日後   

に同じ用量で1回散布した。2回目散布52日後まで圃場で栽培し、′J、麦におけ   

る植物体内運命試験が実施された。   

【gly－14C］トリフロキシストロビンを用いた試験では、植物体表面から内部への   

浸透性を検討したところ、散布24時間後には15％TRR、散布3日後には30％TRR   

が植物内部に存在し、速やかに内部に浸透することが示された。  

2回目散布52日後（収穫時）に、放射能濃度は麦わらで3．85～5．48mg／kg、、   

もみ殻で0．14～0．78mg／kg、穀粒で0．02～0．10mg／kgであった。  

残留放射能の構成成分は複雑であったが、トリフロキシストロビン及びその異   

性体は5％TRR未満であった。麦わらともみ殻では、少なくとも30種以上の代   

謝物（未同定）から構成されていたが、どの成分も7％TRRを超えることはなか   

った。さらに、代謝物を同定するために同様の試験を実施した結果、35種の代   

謝物が確認され、ほとんどの代謝物は1％TRR未満であった。穀粒中の放射能は、   

ほとんどがデンプンに取り込まれていた。  

小麦では他の植物に比べ代謝パターンが複雑であったが、これは散布から試料   

採取までの期間が長かったこと、穀物では他の植物よりP－450活性が高いことな   

どが原因と考えられた。（参照6）  

植物におけるトリフロキシストロビンの主要代謝経路は、①トリフロキシスト   

ロビンめ異性化（Al、A2及びA3の生成）②メチルエステルの加水分解による   

酸（B）の生成及びBの異性化等の反応による・Blの生成③トリフルオロメチル  
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フェニル環の水酸化または2一エチリデンアミノオキシメチル架橋部のメチル基  

の酸化あるいはその両方による水酸化体（代謝物g、r及びC）の生成④水酸化  

体の抱合化による抱合体（s、t及びw）の生成及び更なる酸化あるいは水酸化に  

よるuの生成と考えられた。（参照2、3、7）  

3．土壌中運命試験  

（1）好気的土壌中運命試験①   

［gly－14C】トリプロキシストロビンをシルト質壌土（スイろ）に乾土当り1・O   

mg／kgの濃度で土壌混和し、19．0±0．2℃、暗所で364日間インキエペ－卜する   

好気的土壌中運命試験が実施された。また同土壌を滅菌し、同じ処理量及び温度   

条件で91日間インキュべ－卜する試験も実施された。  

非滅菌土壌中でトリフロキシストロビンは速やかに分解され、推定半減期は   

0．6日と算出された。主な抽出分解物としてBが生成し、試験開始3～7日後に   

最大値約88％TARに達し、．その後試験終了時に2％TAR程度まで減衰した。分   

解物Bの推定半減期は84日と算出された。試験終了時にはCO2が約・64％TAR   
生成したが、その他3％TARを超える分解物は存在しなかった。  

滅菌土壌中ではトリフロキシストロビンの分解は遅く、推定半減期が128日と   

算出された。分解物はBが試験終了時に最大値約34％TAR存在した。CO2の生   

成量は0．03％TARであった。（参照2、6）  

（2）好気的土壌中運命試験②   

【tri－14C］トリフロキシストロビンを壌土（スイス）に乾土当り1．Omg此gの濃   

度で土壌混和し、19．0±0．2℃、暗所で365日間インキュベー卜する好気的土壌   

中運命試験が実施された。  

トリフロキシストロビンは速やかに分解され、推定半減期は0．4日と算出され   

た。主な抽出分解物としてBが生成し、試験開始3日後に最大値約88％TARに   

達し、その後試験終了時に4％TARまで減衰した。分解物Bの推定半減期は98・5   

～104日と算出された。試験終了時にはCO2が約56％TAR生成したが、その他   

3％TARを超える分解物は存在しなかった。  

トリフロキシストロビンの好気的土壌中における主要分解経路は①メチルエ   

ステルの加水分解によるカルポン酸の生成②グリオキシフェニル環またはトリ   

フルオロメチルフェニル環の水酸化とグリオキシル基の代謝によるシアノ誘導   

体の生成③CO2の生成と考えられた。（参照2、6）  

（3）土壌吸着試験  

非標識トリフロキシストロビンを用いて、4種類の国内土壌（シルト質埴壌土：   

茨城、砂質埴壌土：愛知、軽埴土：高知、砂土：宮崎）についてトリフロキシス   

トロビンの土壌吸着試験が実施された。  

Freundlichの吸着係数Kadsは20．6～124、有機炭素含有率により補正した吸  
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着係数Kocは1，320～7，290であった。   

また同じ土壌について、トリフロキシストロビン及び分解物Bを分析対象とし  

た土壌吸着試験が実施された。Freundlichの吸着係数Kadsは13．2～46．8、有機  

炭素含有率により補正した吸着係数Kocは846～4，220であった。  

【gly－14C］トリプロキシストロビンを用いて、5種類の海外土壌（砂壌土：スイ  

ス、砂土：ドイツ、壌土：．スイス、シルト質壌土：スイス、フミン土：スイス）  

についてトリフロキシストロビンの土壌吸着試験が実施された。   

Freundlichの吸着係数Kadsは11．0～430、有機炭素含有率により補正した吸  

着係数Kocは1，630～3，810であった。   

また同じ土壌について、14C－Bを用いた分解物Bの土壌吸脱着試験が実施され  

た。   

Freundlichの吸着係数Kadsは0．82～18．6、有機炭素含有率により補正した吸  

着係数Kocは84～197であった。脱着平衡定数Kdesは1．10～20．3であり、吸着  

性は中等度と考えられた。Freundlichの吸着係数・Kadsと有機炭素含有率または  

土壌の性質との間に相関関係は認められなかった。（参照2）  

4．水中運命試験  

（1）加水分解試験  

［gly－14C］トリプロキシストロビンまたは［tri－14C］トリフロキシストロビンを   

pHl（塩酸水溶腋）、pH5（酢酸緩衝液）、pH7（リン酸緩衝液）、pH9（ホ   

ウ酸緩衝液）及びpH13（水酸化ナトリウム水溶液）の各水溶液に0．3mg／Lの   

濃度で添加し、25及び60℃、暗所条件下における加水分解試験が実施された。  

トリフロキシストロビン及び分解物Bの推定半減期は表5に示されている。  

分解物として、pH5～9ではトリフロキシストロビンの異性体、分解物Bが生   

成した。また、これに加えて【gly－14C］トリフロキシストロビン添加区のpHl及   

びpH5で分解物pが、［tri－14C］トリフロキシストロビン添加区で分解物0が生  

成した。（参照2）  

表5 トリフロキシストロビン及び分解物Bの推定半減期  

添加標識体   【gly－14C］標識体  ［tri－14C】標識体   

分析対象   トリフロキシストロビン   分解物B   トリフロキシストロビン   

温度条件   25℃   60℃   25℃   

pHl   2．2日  2．6日   

pH5   4．7年  ＞1，000日   

pH7   41．5日  5．7週間   

pH9   15．0時間   74白日   15．0時間   

pH13   ＜5分   452日   ＜1分   

注）斜線：データなし  
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（2）水中光分解試験（》   

【gly－14C］トリフロキシストロビンをリン酸緩衝液（pH7．2）に0．3mg几の濃   

度で添加し、25±1℃において、キセノン光（光強度：22．2±1．OW／m2、波長範   

囲：300～400nm）を720時間（12時間ごとに明暗を切り替え）照射する水中   

光分解試験が実施された。   

トリフロキシストロビンの推定半減期は23．5時間と算出され、東京における   

春の太陽光下での半減期に換算すると、2．7日であった。  

分解物としてトリフロキシストロビンの異性体（Al、A2及びA3）及びBが   

生成した。試験終了時（試験開始23 日後）にはトリフロキシストロビンは   

9．1％TARであったが、Alは光照射32時間後に最大値40．0％TARに達し、光照   

射360時間後に14．4％TARに減少した。A3は光照射64時間後に10％TAR強を   

占めたが、光照射360時間後には4．7％TARに減少した。A2は光照射28時間後   

9．2％TARになり、光照射360時間後に2．6％TARに減少した。Bは最終的に   

6．5％TAR生成した。その他、10～20％TARを占めた末同定の分解物が3種類あ   

った。なお、暗所対照区では親化合物は試験終了時に約55．7％TARに減少し、B   

が40．8％TAR生成した。（参照2）  

（3）水中光分解試験（診   

［gly－14C］トリフロキ㌣ストロビンを自然水（ドイツ、ライン川河川水、pH7・9、   

滅菌）に0．27mg几の濃度で添加し、23．5～24．9℃において、キセノン光（光強   

度：778W／m2、波長範囲：300～800nm）を連続照射する水中光分解試験が実   

施された。  

トリフロキシストロビンの推定半減期は0．11日と算出され、東京における春   

の太陽光下での半減期に換算すると、0．9日であった。  

試験終了時（試験開始23日後）にはトリフロキシストロビンは2．1％TARに   

まで減少していた。主要分解物はAl、B及びBlであった。Alは試験開始7時   

間後に最大値51．5％TARに達して終了時に72％TARに、Blは試験開始2日後   

に最大値16．7％TARに達して終了時に18．7％TARに減少した。Bは試験開始4   

日後に最大値11・1％TARに達して終了時に9・0％TARに減少した。その他A2、   

A3及びB2が検出されたが、いずれも5．1％TAR以下であった。（参照2）  

（4）水中光分解試験③   

【tri・14C］トリフロキシストロビンをリン酸緩衝液（pH7）及び酢酸緩衝液（pH   

5）に0．5mg／Lの濃度で添加し、25±2℃において、キセノン光（光強度：32．5   

～40．7W／m2、波長範囲：300～400nm）を720時間（12時間ごとに明暗を切   

り替え）照射する水中光分解試験が実施された。  

トリフロキシストロビンの、東京における春の太陽光下に換算した半減期は、   

pH5およびpH7でそれぞれ3．9日及び3．4～4．1日であった。  
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分解物としてトリフロキシストロビンわ異性体（Al、A2及びA3）、B及び   

Blが生成した。Alが最も多く、両pHとも最大で40％TAR存在した。（参照2）   

（5）水中光分解試験（非標識体）  

非標識トリプロキシストロビンを滅菌蒸留水及び自然水（荒川河川水、pH7．1）   

に0・5mg／Lの濃度で添加し、25±2℃において、キセノン光（光強度：390W／m2、   

波長範囲：300～800nm）を連続照射する水中光分解試験が実施された。   

トリプロキシストロビンの推定半減期は蒸留水及び自然水でそれぞれ1．7時間   

及び2・8時間と算出され、東京における春の太陽光下での半減期に換算すると、   

それぞれ0．3日及び0．5日であった。  

トリフロキシストロビン及びその異性体であるAlを合計した推定半減期は蒸   

留水及び自然水でそれぞれ44．6及び25．0時間と算出され、東京における春の太   

陽光下での半減期に換算すると、それぞれ8．6日及び4．8日であった。（参照2）   

（6）水中光分解試験（分解物B）   

14C－Bを滅菌緩衝液（pH4．8）に5mg／Lの濃度で添加し、25±1℃において、   

キセノン光（光強度：42．1±1．8W／m2、波長範囲：300～400nm）を連続照射す   

る水中光分解試験が実施された。  

分解物Bの東京における春の太陽光下に換算した推定半減期は、5．4日であっ   

た。  

分解物Bは試験終了時（試験開始360時間後）に21．8％TARに減少していた。   

分解物としてBの異性体であるBlが試験開始96時間後に最大値60．5％TARに   

達し、360時間後に43・3％TARに減少した。その他分解物qが試験開始360時   

間後に最大値20．1％TARに達したほか、B2及びmが最大で1，3～2．6％TAR存   

在した。（参照2）  

5．土壌残留試験   

褐色森林土・埴壌土（福島）、火山灰・埴壌土（長野）を用い、トリフロキシス  

トロビン及び分解物Bを分析対象化合物とした土壌残留試験（容器内及び圃場）が   

実施された。推定半減期は表6に示されている。（参照2）  

表6 土壌残宵試験成績（推定半減期）  

トリフロキシ  

試験   
濃度※   

土壌   
トリフロキシ  

大トロビン  
ストロビン  

＋分解物B   

容器内試験   褐色森林土・埴壌土   ＜1日   16日  

1mg耽g  
火山灰・埴壌土   ＜1日 45自   

圃場試験   1kga〟ha  褐色森林土・埴壌土   6日   40日   
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火山灰・埴壌土  

※容器内試験では純品、圃場試験ではフロアブルを使用  

6．作物残留試験   

野菜、果実及び茶を用い、トリフロキシストロビン及び代謝物Bを分析対象化合   

物とした作物残留革験が実施された。   

結果は、今回適用拡大申請されているなしを含む国内での適用作物については別   

紙て＝こ、インポートトレランス申請されている作物（ライ麦、その他の穀類、大豆、   

はくさい、キャベツ、芽キャベツ、カリフラワー、ブロッコリー、チコリ、ねぎ、   

にんにく、アスパラガス、トマト、ピーマン、なす、その他のなす科野菜、かぼち   

や、しろうり、スイカ、メロン類、まくわうりヾその他のうり科野菜、未成熟えん   

どう、未成熟いんげん、えだまめ、その他の野菜、みかん、夏みかん、レモン、オ   

レンジ、グレープフルーツ、ライム、その他のかんきつ類果実、もも、あんず、す   

もも、うめ、おうとう、ぶどう、かき、バナナ、キウイー、パパイヤ」グアバ、マ   

ンゴー 、バッシ⇒ンフルーツ、その他の果実、綿実、コーヒー豆、ホップ）につい   

ては別系氏4に示されている。  

国内で栽培される農産物におけるトリフロキシストロビンの最高値は可食部に   

おいては最終散布14日後に収穫した茶（荒茶）ゐ2．32mg／kgであった。代謝物B   

の最高値は最終散布1日後に収穫したきゆうり（果実）の0．079mg／kgであった。   

（参照2、13）  

7．後作物残留試験   

トリフロキシストロビンをきゅうりまたはかぼちやに4回茎葉散布（総散布量  

2，240ga〟ha）し、最終散布30または120日後にレタス」かぶ及び小麦を栽培し   

て後作物残留試験が実施された。   

最終散布30日後に栽培した植物において、トリフロキシストロビン及び代謝物   

Bは定量限界未満（＜0．02mg此g）であった。そのため、最終散布120日後に栽培   

した植物では分析は行わなかった。（参照4）  

8．乳汁移行試験  

ホルスタイン種泌乳牛（一群3頭、対照群のみ2頭）にトリフロキシストロビン（原   

体：0、2、6及び20mg／kg飼料／日）を28日間連続カプセル経口投与し、乳汁移行試   

験が実施された。   

最高用量（20mg／kg飼料／日）投与群において、親化合物が脂肪で0．03～0．06  

mg／kg、代謝物Bが肝臓及び腎臓でそれぞれ0．04～0．09mgrkg及び0．02未満～0．02   

mg此g存在した。乳汁、筋肉中では残留値は親化合物及び代謝物とも検出限界（乳   

汁で0．01mgrkg、各組織で0．02mg／kg）未満であった。・6mg瓜g飼料／日投与群で   

は各組織中の親化合物の残留値は検出限界近くあるいは検出限界未満であった。   

（参照7）  
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9．一般薬理試験   

マウス及びラットを用いた一般薬理試験が実施された。結果は表7に示されてい   

る。（参照2）  

表7 一般薬理試験概要  

動物数  
投与量  

讃匪嘲  動物陸  
ノ群  

無作用量  

極g休載 r 
結果の概要   

・・甜譜  

一般状態  
0、500、1，500、  

ICR  
雄3  

自発運動の軽度抑  

（Irwin 5，000  500   1，500   制、眼裂の狭小、  
（経口）  立毛、開眼  

中  0、500、1，500、  

雄8  5，000  5，000  
枢  マウス  

影響なし  

神  
（経口）  

経 系  
0、500、1，500、  

5，000  5，000  
疫攣誘発 作用（電撃）  ICR マウス  雄10  

影響なし  

（経口）  

0、500、1，500、  

正常体温   
Wぬr ラット  雄6  

5，000  5，000  影響なし   

（経口）  

自  

律  0、500、1，500、 

神  瞳孔径   
Wぬr ラット  雄6   

5，000  5，000  影響なし   

経  （経口）  

系  

循  

環  
Ⅵちs由r   雄6   

0、500、1，500、  

5，000  5，000  
器  ラット  影響なし   

系   
（経口）  

消  
0、500、1，500、  

5，000  5，000  
化 器  

影響なし   

系   
（経口）  

0、500、1，500、  

格  
ICR マウス  雄8  

5，000  5カ00  影響なし   

筋   （経口）  

0、500、1，500、  

血液凝固能  Wisbr ラット  雄6  5，000  5，000  影響なし  
血  （経口）  

液  0、500、1，500、  
溶血性  

Ⅵちsbr ラット  雄 6  
5，000  5，000  影響なし   

（経口）  

ー：作用量を設定できなかった。  

検体は0．5％カルポキシメチルセルロース（CMC）に懸濁して投与した。  

10．急性毒性試験  

（1）急性毒性試験  

トリフロキシストロビン及び代謝物Al及びBlの急性毒性試験が実施された。   

結果は表8及び表9に示されている。（参照2～6、8）  
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表8 急性毒性試験結果概要（原体）  

投与  
動物種   

LD50（mg此g体重）  
経路  雄   雌   

観察された症状  

接触に対する過敏反応、唾液過剰  
SDラ少ト   分泌、軟便または水溶便、泌尿・  

経口  
雌雄各5匹  ＞5，000  ＞5，000          生殖器周囲の黒ずみ及び湿潤  

死亡例なし  

ICRマウス   ＞5，000  ＞5，000  立毛、うずくまり症状  
SDラット  

＞2，000  ＞2，000  症状及び死亡例なし  

経皮  

NZWウサギ 雌雄各5匹   

雌雄各5匹  

＞2，000  ＞2，000  症状及び死亡例．なし   

SDラット   LC50（mg／L）  献立毛、目顔汗垂  
吸入  

雌雄各10匹   ＞4．65  ＞4．65   検桐娘こよる死亡例なレ   

表9 急性毒性試験結果概要（代謝物Al及びBl）  

LD50（m壷／kg．体   
投与  

検体   
経路  

動物種  重）  観察された症状  

雄   雌   

代謝物Al  SDラット 雌雄各5匹   
＞2，000  ＞2，000  症状及び死亡例なし  

経口  
Wistarラット  

代謝物Bl   雌雄各5匹   
＞2，000  ＞2，000  症状及び死亡例なし   

（2）急性神経毒性試験  

SDラシト（一群雌雄各10匹）を用いた強制経口（原体‥0及び2，000mg此g   

体重、溶媒：0．4％Tween80混合0．5％CMC水溶液）投与による急性神経毒性試   

験が実施された。  

投与群に検体投与の影響は認められなかったので、神経毒性及び一般毒性に関   

する無毒性量は2，000mg／kg体重であると考えられた。（参照2、3、6）   

11．眼・皮動こ対する刺激性及び皮膚感作性試験  

NZVウサギを用いた眼刺激性試験及び皮膚刺激性試験が実施された。その結 

果、トリフロキシストロビンは眼及び皮膚に対し軽度の刺激性が認められた。  

Pirbrightモルモットを用いた皮膚感作性試験（Maximization法）及びCtr：   

（HA）BRモルモットを用いた皮膚感作性試験（Buehler法）が実施され、   

Maximization法では強い皮膚感作性が認められたが、Buehler法では皮膚感作   

性は陰性であった。（参照2、4～6、8）  

HsdWin：NMRIマウスを用いた皮膚感作性試験（局所リンパ節試験法の変法）   

が実施された結果、皮膚感作性は認められなかった。（参照2）  
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